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PREFECTURE-WIDE MULTI-CENTRE RADIATION DOSE SURVEY AS A USEFUL TOOL FOR CT DOSE 





















頚部270-650 mGy・cm、胸部260-540 mGy・cm、腹部280-730 mGy・cm、骨盤200-560 mGy・
cm、胸腹骨盤660-1450 mGy・cm、冠動脈390-1320 mGy・cmであった。フィードバック後に
DLPの中央値が減少したのは、腹部で434 mGy・cmから362 mGy・cm（16.6%、p<0.001）、
胸腹骨盤で1010 mGy・cmから910 mGy・cm（9.9%、p<0.001）、冠動脈で722 mGy・cmから
606 mGy・cm（16.1%、p<0.001）であった。頚部のみ撮影線量の中央値が415 mGy・cmから
441 mGy・cmへ上昇した（6.3%、p=0.014）。DLPの四分位範囲が減少したのは、頭部で590 





























                                                                                
